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（主な学会発表） 
1.Radioprotective effect of zinc yeast is p53 dependent manner to human lymphoblastoid 
cells. 2007 年 7 月 International Congress of Radiation Research（ICRR） 
アメリカ サンフランシスコ 
2.The  Comparison of Bromodeoxyuridine (BrdU)-Mediated Sensitization Effects 
between Low-LET and High-LET Ionizing Radiation 2008 年 9 月 Radiation Research 
Society (RRS) アメリカ ボストン 
3.Homologous Recombination Repair and Complex DNA Damages Produced by Heavy 
ions 2010 年 3 月 The 6th NIRS International Open Laboratory Workshop 
放射線医学総合研究所 千葉県 稲毛 
 
（主な研究助成金） 
１. 独立行政法人放射線医学総合研究所 理事長調整研究費 研究代表者 2007 年 4 月 
２．独立行政法人放射線医学総合研究所 理事長裁量研究費 研究代表者 2010 年 4 月 
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在学生にひとこと：  
・私たちの人生は自分の「思考」によってつくられます。 
・可能な限り、「物事の本質を理解」できるように工夫しましょう。 
 
 
 
 
 


